
社
甫
の

「
拙
」

に
つ
い
て

社
甫
の
詩
に
は
、
「
拙
」
と
い
う
語
の
用
例
が
二
十
六
例
あ
る
。

そ
れ
は
、
同
時
代
の
王
維
に
用
例
が
な
く
、
李
自
に
六
例
(
う
ち
、

「
拙
妻
」
二
例
)
、
孟
浩
然
に
一
例
、
意
応
物
に
十
例
あ
る
に
と
ど
ま

る
の
と
比
べ
て
、
極
め
て
多
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

杜
甫
の
「
拙
」
に
若
目
し
た
先
行
の
論
文
と
し
て
は
、
安
東
俊
六

注

ω

氏
に
「
社
甫
に
お
け
る
『
椴
』
と
『
拙
』
」
が
あ
る
。
「
瀬
」
・
「
地
」

は
、
単
に
社
荷
の
も
の
ぐ
さ
な
性
格
や
処
世
の
ま
ず
さ
を
言
っ
た
も

の
で
な
く
、
積
極
的
な
主
張
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
鋭
い

指
摘
を
は
じ
め
、
意
味
深
い
発
見
と
示
唆
に
富
む
。
た
だ
、
安
東
氏

は
、
乾
元
二
年
の
作
「
渡
秦
州
」
詩
以
後
の
用
例
に
の
み
注
思
し

て
、
以
前
の
作
品
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、

そ
れ
以
前
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
「
拙
」
は
、
杜
甫
の

生
き
方
そ
の
も
の
に
、
以
後
の
ど
の
時
期
よ
り
も
最
も
、
深
く
係
わ
る

F 、、

合

口

真

由

実

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、
安
禄
山
の
乱
の
勃
発
し
た
天
宝
十

四
載
〈
七
五
五
)
か
ら
、
乾
元
二
年
(
七
五
九
)
の
四
年
間
に
は
、

「
自
京
赴
奉
先
勝
一
詠
懐
五
百
字
」
・
「
北
征
」
・
「
護
秦
州
」
・
「
護
向
谷

県
」
な
ど
、
重
要
な
作
品
に
心
ず
見
え
る
の
が
印
象
深
い
。
た
と
え

ば
、
「
自
京
赴
奉
先
懸
詠
懐
五
百
字
」
。
こ
の
作
品
は
、
天
宝
十
四
載

(
七
五
五
)
十
一
月
、
安
禄
山
の
乱
の
直
前
、
社
甫
が
、
長
安
か
ら

奉
先
県
に
疏
関
さ
せ
て
い
た
家
族
を
見
舞
う
た
め
に
旅
立
っ
た
持
の

作
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
安
禄
山
の
反
乱
を
す
で
に
伝
え
知
っ
て
い

た
の
か
、
全
詩
に
緊
張
感
と
危
機
感
が
み
な
ぎ
り
、
中
ほ
ど
に
は
、

そ
の
当
時
、
温
泉
の
あ
る
華
清
宮
に
行
幸
し
て
い
た
玄
宗
に
対
す
る

鋭
い
謀
議
が
述
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
詩
の
冒
頭
は
、

杜
陵
有
布
衣
杜
陵
に
布
衣
有
り

老
大
一
意
蒋
拙
老
大
意
転
た
拙
な
り

と
う
た
い
だ
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
拙
」
の
諾
は
、
社
甫
の
代
表
作
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で
あ
る
「
自
京
赴
奉
先
勝
詠
懐
五
百
字
」
詩
の
冒
頭
か
ら
璽
裂
な
意

味
を
荷
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
拙
」
と
い
う
語
に
あ

ら
わ
れ
た
社
甫
の
意
識
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
、
社
甫
の
詩
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
右
に
掲
げ
た
詩
な
ど
を
中
心
に
、
拙
と
い
う
語
の
用
例

を
検
討
し
社
南
の
内
面
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
初
め
に
、
社
帯
以
前
の
文
字
に
現
わ
れ
る
「
拙
」
の
用
例

中
、
主
だ
っ
た
も
の
を
、
詩
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。

後
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
に
よ
る
と
、
「
拙
」
は
、
「
不
巧

也
。
ぷ
手
。
出
盤
。
」
で
あ
り
、
段
玉
裁
は
、
「
不
能
潟
技
巧
也
。
」

(
技
巧
を
為
す
能
は
ざ
る
な
り
。
)
と
注
し
て
い
る
。
「
拙
」
は
、
「
巧
」

の
対
立
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
「
巧
」
は
、
向
蓄
に
「
技
也
。
」

と
説
明
す
る
よ
う
に
、
自
然
の
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
る
の
で
な
く
、

物
事
に
人
の
手
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
拙
」
は
、
物

事
に
人
の
手
を
加
え
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
加
え
る
能
力
の
無
い
こ

と
、
つ
ま
り
「
っ
た
な
い
」
こ
と
を
表
す
。
本
来
、
人
間
の
技
術
や

手
の
働
き
に
つ
い
て
の
用
訟
で
あ
る
。

だ
が
、
文
学
に
お
い
て
「
拙
」
の
諮
は
、
自
分
を
評
価
す
る
場
合

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
上
、
特
定
の
詩
人
が

頻
繁
に
用
い
て
ー
そ
の
詩
人
を
特
徴
づ
け
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て

い
る
。
以
上
の
二
点
が
、
詩
歌
に
現
わ
れ
た
「
拙
」
の
著
し
い
特
色

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
分
自
身
を
「
拙
」
と
評
し
た
詩
人
の

系
譜
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
る
。

管
見
で
は
、
自
分
自
身
を
評
価
す
る
語
と
し
て
、
「
拙
」
を
意
識

的
に
用
い
た
最
も
早
い
例
は
、
西
晋
の
溶
岳
(
二
四
七
j
三
O
O
)

で
あ
る
。
『
音
量
百
』
潜
岳
伝
な
ど
に
よ
る
と
、
潜
岳
は
幾
度
か
仕
宣

し
た
が
、
士
ゆ
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
で
「
関
居
賦
」
を
作

っ
た
。
そ
し
て
、
「
閉
山
居
斌
弁
序
」
に
は
、
「
拙
」
の
語
が
、
計
八

回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
文
選
』
の
「
拙
」

の
用
例
二
十
三
例
の
三
分
の
一
に
の
ぼ
る
。

序
の
回
目
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

岳
嘗
譲
汲
鱈
簿
、
至
司
馬
安
四
至
九
卿
、
市
良
史
書
之
、
題
以
。

巧
箆
之
自
、
未
嘗
不
依
然
藤
冊
一
一
岡
市
歎
、
日
、
瑳
乎
巧
誠
有
之
、
拙

亦
宜
然
。

司
馬
安
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
『
史
記
』
汲
懸
伝
の
末
尾
に
付
さ

れ
て
い
る
。
司
馬
遼
は
、
主
君
に
対
し
て
も
直
言
を
は
ば
か
ら
な
い

政
治
家
で
あ
る
汲
鰭
に
対
し
て
、
同
じ
く
九
卿
と
な
っ
た
が
、
「
普

賢
一
、
つ
ま
り
、
う
ま
く
立
ち
ま
わ
っ
て
官
を
得
た
人
物
と
し
て
司

馬
安
を
描
い
て
い
る
。
「
菩
在
」
の
も
と
の
意
味
は
、
「
笠
人
」
と
し

て
職
務
を
う
ま
く
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
司
馬
選
、
が
、
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司
馬
安
を
評
し
た
「
普
賢
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
権
力
者
に
迎
合
す

る
者
へ
の
痛
烈
な
批
判
と
憤
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
潜

岳
は
、
そ
れ
を
「
巧
程
」
と
一
一
一
一
口
い
か
え
て
司
馬
安
へ
の
批
判
を
鮮
明

。

に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
「
巧
誠
有
之
、
拙
亦
宜
然
」
と
述

べ
る
。
こ
こ
で
の
「
拙
」
は
、
「
拙
官
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
宮
途
に

拙
い
者
、
が
い
る
の
も
当
然
な
の
だ
。
」

潜
岳
は
続
い
て
、
司
馬
安
と
対
比
す
べ
き
自
分
の
宮
僚
生
活
を
ふ

り
返
っ
て
叙
述
す
る
。

自
弱
冠
、
沙
乎
知
命
之
年
、
八
徒
官
而
一
進
階
、
再
兎
一
除
。

名
、
一
不
奔
職
、
選
者
三
而
己
失
。
雌
逼
塞
有
遇
、
抑
亦
拙
者
之

数
也
。

濡
岳
は
、
「
巧
官
」
(
諮
問
宮
〉
司
馬
安
に
対
し
て
、
自
ら
を
「
拙
」

き
者
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
拙
」
の
例
は
、
官
界
で
う
ま

く
立
ち
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
己
を
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
あ

く
ま
で
も
「
巧
恒
」
の
反
義
語
と
し
て
の
「
拙
」
で
あ
る
。
「
閉
居

賦
井
序
」
に
見
え
る
ほ
と
ん
ど
の
「
拙
」
は
こ
の
用
法
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
「
拙
」
で
あ
る
こ
と
自
体
に
積
極
的
価
値
を
見
出
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
向
賦
の
次
の
三
例
に
は
、
屈
折
し
た
心
理
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

①
何
巧
智
之
不
足
、
市
拙
娯
之
有
絵
也
。
(
何
ぞ
巧
智
の
足
ら
ず
し

て
、
拙
販
の
余
り
有
る
や
)

②
拙
者
可
以
経
念
寵
栄
之
事
会
。
(
拙
き
者
は
以
て
意
を
龍
栄
の

に
絶
つ
ベ
し
)

③
仰
衆
妙
市
経
忠
、
終
優
遊
以
養
拙
。
ハ
衆
妙
を
仰
い
で
思
ひ
を
絶

ち
、
終
に
優
遊
し
て
以
て
拙
を
養
は
ん
〉

三
国
?
を
純
つ
」
・
「
思
ひ
を
絶
つ
」
と
、
繰
り
返
し
、
こ
と
さ
ら
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
逆
に
溶
岳
は
、
栄
達
へ
の
強

い
願
望
を
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
ち
が
い
な
い
。
そ
の
葛
藤
を
経
て
、

最
後
に
作
者
は
、
一
つ
の
決
心
へ
こ
ぎ
つ
け
る
o

そ
れ
は
、
「
拙
を

養
」
う

i
官
界
で
う
ま
く
た
ち
ま
わ
っ
た
り
、
へ
つ
ら
っ
た
り
で
き

な
い
自
分
の
人
間
性
を
大
切
に
し
よ
う
ー
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
潜
岳
に
あ
っ
て
は
、
間
居
を
決
意
す
る
に
至
る
葛
藤
の

中
で
、
自
ら
を
「
拙
」
と
評
価
し
て
、
「
拙
」
い
と
さ
れ
る
生
き
方

こ
そ
、
実
は
逆
に
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
思

い
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
警
告
は
、
多
く
の
場
合
、
官
途
に
拙
い
自
己
の
現

状
を
外
面
的
に
表
す
一
語
と
し
て
「
拙
」
を
用
い
て
お
り
、
そ
こ
に
内

一
面
的
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
「
拙
」
の
用
例
は
、
突
き
つ
め
る

と
「
養
拙
」
一
語
の
み
で
あ
る
。

約
一
世
紀
の
ち
、
東
晋
の
淘
潟
明
は
、
作
品
の
中
で
繰
り
返
し

「拙
1

一
を
詠
じ
た
(
詩
文
あ
わ
せ
て
八
例
v
。
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淵
明
四
十
二
歳
の
作
に
、
「
競
嵐
田
居
五
首
其
ご
(
『
靖
節
先
生

集
』
巻
二
〉
が
あ
る
。

少
無
遁
俗
韻
少
く
し
て
俗
に
適
ふ
韻
無
く

性
本
愛
郎
山
性
は
本
郎
山
を
愛
せ
し
も

誤
落
慶
続
中
誤
り
て
慶
綿
の
中
に
落
ち

一
去
三
十
年
一
た
び
去
る
こ
と
三
十
年

続
烏
懸
奮
林
総
烏
は
旧
の
林
を
恋
ひ

池
魚
思
故
淵
池
魚
は
故
の
淵
を
思
ふ

開

荒

南

野

際

荒

を

開

く

南

野

の

際

。
守
拙
野
園
田
拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る

〈
中
略
)

久
在
奨
縫
一
義
久
し
く
紘
一
〈
箆
の
一
義
に
在
り
し
も

復
得
一
泡
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り

「
鹿
綿
」
・
「
挫
〈
箆
」
は
、
人
々
が
利
害
・
栄
達
を
求
め
て
汲
汲
と

し
、
陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
、
い
わ
ば
こ
と
さ
ら
に
「
巧
」
を
尽
す
俗
世

間
、
官
僚
社
会
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
に
「
誤
」
っ
て
落
ち
、

長
く
い
た
が
、
「
拙
を
守
」
っ
て
「
鶴
田
に
帰
」
っ
て
来
た
と
述
べ

る
。
「
拙
」
は
、
俗
世
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
然
を
愛
す
る
本

性
を
い
い
、
「
守
拙
」
は
、
世
わ
た
り
の
ま
ず
さ
を
守
り
通
し
て
、
つ

ま
り
、
根
務
に
あ
る
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
の
本
性
・
生
き
方
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
の
諸
例
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

。

ま

こ

と

①
人
事
間
以
拙
人
事
は
留
に
以
て
拙
な
る
も

聯
得
長
相
従
聯
か
長
く
相
従
ふ
を
得
ん

i
「
一
詠
貧
土
」
(
『
靖
節
先
生
集
』
巻
四
)

②
人
皆
霊
獲
宜
人
皆
尽
く
宜
し
き
を
獲
た
る
も

o
 
拙
生
失
其
方
生
に
拙
く
し
て
其
の
方
を
失
ふ

i
「
雑
詩
十
二
首
其
八
」
(
『
靖
節
先
生
集
』
巻
田
)

③
寧
毘
窮
以
済
一
意
寧
ろ
間
窮
以
て
意
を
済
し

不
委
由
市
累
己
委
曲
し
て
己
を
累
が
ず

銃
軒
寛
之
非
純
米
既
に
軒
震
の
栄
に
非
ず

山
一
旦
緯
裕
之
免
恥
査
に
続
抱
を
恥
と
為
さ
ん
や

。

。

誠
謬
命
日
以
取
拙
誠
に
謬
会
以
て
拙
を
取
る

立
欣
然
荷
桔
抑
止
立
つ
欣
然
と
し
て
帰
止
せ
ん

!
「
感
土
不
透
賦
」
(
『
靖
節
先
生
集
』
巻
五
〉

④
性
問
才
拙
性
は
闘
に
し
て
才
は
拙

興
物
多
杵
物
と
杵
る
こ
と
多
し

!
「
輿
子
綴
等
疏
」
(
『
靖
節
先
生
集
』
巻
七
)

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
世
俗
の
価
値
観
で
は
、
世
わ
た
り
が
へ

た
な
こ
と
、
生
き
方
が
不
器
用
な
こ
と
を
い
う
が
、
淵
問
問
は
、
そ
こ

に
独
自
な
価
値
を
盛
り
込
ん
で
、
自
分
を
「
抱
」
と
評
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
，
感
土
不
透
賦
」
に
も
見
え
る
「
国
窮
」
は
、
豆
笠
間
』
衛

霊
公
に
「
君
子
爵
窮
」
と
あ
る
の
を
転
じ
て
、
国
窮
の
中
に
あ
っ
て
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も
自
分
の
本
志
を
守
り
ぬ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

方
・
内
容
と
も
に
、
「
拙
」
…
訟
に
類
似
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
務
一
告
に
あ
っ
て
は
、
多
く
、
官
途
に
拙
い
自
己

の
外
面
的
な
状
況
を
表
す
用
語
で
あ
っ
た
「
拙
」
が
、
精
神
的
な
価

値
観
を
表
す
認
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
拙
」
の
…
訟
の
用
い
方
に
お
い
て
、
陶
淵
明
は
潜
岳
の
用
い
方
を

ひ
き
つ
ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
き
く
進
め
て
、
内
面
的
な
価
値
観
を

示
す
一
言
葉
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
一
吉
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
、
杜
甫
は
、
議
岳
に
お
い
て
は
未
分
化
だ
っ
た
が
、
陶

淵
明
に
お
い
て
、
顕
在
化
し
て
き
た
「
拙
」
の
積
極
的
な
意
味
内
容

を
受
け
つ
い
だ
の
だ
と
私
は
考
え
る
。

こ
の
一
誌
の
用
い

天
宝
十
年
〈
七
五
二
、
献
上
し
た
『
三
大
雄
賦
』
が
玄
宗
の
自

に
と
ま
り
、
社
甫
は
集
賢
院
に
待
制
を
命
じ
ら
れ
た
。
秩
、
長
い
貧

窮
生
活
が
た
た
っ
た
の
か
、
折
か
ら
の
長
雨
に
苦
し
み
、
社
甫
は
病

に
臥
し
た
。
回
復
後
、
同
年
冬
に
作
ら
れ
た
「
投
街
威
華
南
綜
諮

子
」
ハ
成
(
箆
J

)

・
華
(
原
)
両
県
諸
子
に
投
箆
す
)
に
は
、
ま
ず
、

赤
県
た
る
長
安
の
高
級
官
僚
遠
の
美
々
し
い
い
で
た
ち
と
、
そ
れ
に

対
し
て
、
無
残
な
自
分
の
回
窮
生
活
を
描
く
。

赤
際
官
官
擁
才
傑
赤
県
の
官
曹
才
傑
を
採
し

1 

2 

軟
袈
快
馬
蛍
沫
零

長
安
苦
寒
誰
濁
悲

社
陵
野
老
骨
欲
折

南
山
豆
苗
早
荒
稼

車
内
門
瓜
地
一
新
凍
裂

郷
里
見
室
項
領
成

朝
廷
故
藩
雄
数
断

自
然
棄
櫛
興
特
異

究
乃
疏
頑
臨
事
拙

3 4 r・
3 6 7 8 9 10 12 11 

機
臥
動
部
向
一
旬

倣
衣
何
菅
聯
百
結

軟
袋
・
快
馬
も
て
氷
雪
に
当
る

長
安
の
苦
寒
誰
か
独
り
悲
し
む

杜
陵
の
野
老
骨
折
れ
ん
と
欲
す

南
山
の
一
旦
苗
同
十
に
荒
稼

青
門
の
瓜
地
新
た
に
凍
裂
す

郷
里
の
児
童
項
領
成
り

朝
廷
の
故
田
礼
数
断
ゆ

自
然
棄
郷
さ
れ
て
時
と
異
な
る

況
ん
や
乃
ち
疏
頑
に
し
て
事
に
臨
む
に
拙

き
を
や
や

や

飢
臥
動
も
す
れ
ば
即
ち
一
旬
に
向
ふ

た

だ

つ

ら

徹
衣
何
ぞ
菅
に
百
結
を
聯
ぬ
る
の
み
な

ム
/
ん
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日
君
不
見
室
橋
白
色
挽
君
見
ず
や
空
締
罰
色
娩
し
と
き

V
H

此
老
無
整
涙
垂
血
此
の
老
戸
無
く
一
夜
血
を
垂
る
る
を

こ
の
詩
の
十
句
自
に
「
拙
」
と
い
う
表
現
が
あ
ら
わ
れ
る
。
「
自

然
棄
携
さ
れ
て
時
と
異
な
る
。
況
ん
や
乃
ち
事
に
臨
む
に
拙
き
を

や!一ハ
9
・

m匂
)
と
い
う
形
で
。
作
者
は
、
「
杜
凌
野
老
」
を
「
疏

一
頭
」
(
世
間
の
道
翌
一
に
う
と
く
一
政
な
で
あ
る
)
・
「
臨
事
拙
!
一
(
時
局
に

う
ま
く
対
応
で
き
な
い
)
と
、
あ
ざ
わ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
深
部

に
は
、
社
会
的
矛
盾
(
「
南
山
一
墨
田
平
荒
綴
、
青
門
瓜
地
新
凍
裂
」
)



に
み
ち
た
現
実
を
あ
ま
り
に
も
鋭
敏
に
見
つ
め
て
し
ま
う
自
が
あ
る

こ
と
を
社
南
は
自
覚
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
、
高
い
政
治
的

理
想
を
持
た
ず
に
い
ら
れ
ぬ
自
己
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
官
僚

世
界
で
「
事
に
臨
む
に
拙
」
い
自
我
が
舵
立
し
て
し
ま
う
。
そ
の
自

負
を
こ
め
な
が
ら
「
拙
」
と
い
う
自
明
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
作
者
が
自
分
自
身
を
「
社
陵
野
老
」

(
4
句
)
・
「
此
老
」
〈
V
H

句
)
と
、
三
人
称
で
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
「
社
陵
」
は
、
長
安
東
南
郊
の
地
名
。
社
南
の
侶
居
が
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
も
の
。
「
野
老
」
は
、
い
な
か
お
や
じ

の
意
。
社
南
は
「
社
俊
に
住
む
い
な
か
お
や
じ
社
甫
」
と
い
う
こ
の

人
物
を
主
人
公
と
し
て
、
一
首
を
展
開
す
る
。
何
故
、
杜
甫
は
、
自

ら
を
三
人
称
で
掛
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
気
付
く
の
は
、
冒
頭
の
一
、
{
四
句
を
見
る
と
、
「
赤
県
の

官
曹
」

i
官
僚
i
ハ
1
・
2
勾
)
と
、
「
杜
陵
の
野
老
」

j
自
分
i

(
3
・
4
句
)
と
い
う
鮮
明
な
対
比
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

自
分
を
無
位
無
官
、
在
野
の
一
人
の
人
間
と
し
て
、
長
安
の
高
級
官

僚
に
括
抗
さ
せ
て
い
る
。
「
官
官
」
と
「
野
老
」
の
厳
し
い
対
比
が
、

詩
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
集
賢
腕
に
符
制
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
官

僚
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
作
品
世
界
に
お
い
て
、
社

市
は
官
僚
で
は
な
い
者
の
視
点
か
ら
状
況
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
官
僚
社
会
、
さ
ら
に
世
界
全
体
を
見
通
す
こ
と
の
で

き
る
、
拘
束
の
な
い
地
点
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
識

が
、
こ
と
さ
ら
に
社
南
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

自
ら
を
三
人
称
で
拾
い
た
の
は
、
作
品
世
界
に
お
い
て
、
官
僚
で

は
な
い
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
を
位
霞
、
、
つ
け
る
意
識
が
、
強
く

杜
甫
に
あ
り
、
し
か
も
、
そ
う
い
う
自
己
を
客
体
化
し
て
見
つ
め
な

お
す
視
点
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
「
疏
頑
」
ハ
叩
匂
〉
・
「
臨
事
拙
」
ハ
ぬ
匂
〉

は
、
い
ず
れ
も
、
人
間
の
生
き
方
を
批
評
す
る
言
葉
で
あ
る
。
自
己

を
客
体
化
し
よ
う
と
す
る
試
み

i
m
wち
自
ら
を
三
人
称
で
語
ろ
う
と

す
る
試
み

i
が
、
自
己
を
「
拙
」
と
捉
え
る
詩
の
中
に
強
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
三
人
称
で
自
ら
を
語
る
こ
と
と
、
自
己

を
「
拙
」
と
批
評
し
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
に
は
、
深
層
に
お
い
て
つ

な
が
る
意
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

事
実
、
章
一
大
な
問
題
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
「
拙
」
と
い
う

表
現
を
も
っ
詩
に
は
、
繰
り
返
し
、
自
己
の
三
人
称
に
よ
る
表
現
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
投
筒
成
華
南
綜
諸
子
」
か
ら
四
年
後
の
「
自
京
赴
奉
先
鯨
詠
懐
五

百
字
」
詩
(
天
宝
十
四
載
、
七
五
五
)
に
も
、
ま
た
次
の
「
北
征
」

詩
〈
至
徳
二
載
、
七
五
七
)
に
も
、
「
拙
」
と
い
う
語
と
、
自
己
の

三
人
称
あ
る
い
は
、
客
体
化
し
た
呼
称
に
よ
る
表
現
が
あ
ら
わ
れ
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る。
ま
ず
、
「
自
京
赴
奉
先
勝
一
詠
懐
五
百
字
」
を
み
て
み
よ
う
0

1

杜
陵
有
布
衣
杜
陵
に
布
衣
有
り

う
た

2

老

大

意

轄

拙

老

大

意

転

た

拙

な

り

3

許
身
一
何
愚
身
に
許
す
こ
と
一
に
何
ぞ
愚
か
な
る

ひ
そ

4

縞
比
稜
輿
契
窃
か
に
稜
と
契
と
に
比
す
。

「
社
陵
に
一
人
の
無
官
の
男
が
い
る
。
そ
の
男
は
年
を
と
っ
て
、

ま
す
ま
す
世
の
中
に
う
ま
く
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
く
な

っ
て
き
た
よ
ほ
か
で
も
な
い
自
分
自
身
の
こ
と
を
「
余
」
と
か

「
我
」
と
一
人
称
で
は
語
ら
ず
、
「
杜
綾
有
布
衣
」
と
他
人
を
描
く
よ

う
に
、
社
甫
は
表
現
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
古
川
幸
次
郎
氏
は

吋
杜
甫
詩
注
』
(
第
一
冊
、
五
二
四
頁
〉
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。

五
百
字
の
長
詩
、
こ
の
一
句
を
も
っ
て
お
こ
る
の
は
、
痛
烈
に

銀
小
遠
慮
な
〔
詠
懐
〕
を
展
開
す
る
の
の
冒
頭
と
し
て
、
批
評
者
と

し
て
の
自
己
を
確
認
す
る
。

自
分
を
物
語
の
主
人
公
の
よ
う
に
描
く
、
こ
の
三
人
称
的
な
表
現

は
、
古
川
幸
次
郎
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
批
評
者
と
し
て
の
自

己
を
確
認
す
る
」
行
為
と
い
え
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
つ
け

加
え
て
言
う
な
ら
ば
、
自
己
を
突
き
離
し
、
客
体
化
し
て
捉
え
よ
う

と
す
る
行
為
だ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
吉
川
幸
次
郎
氏

は
、
批
評
者
で
あ
る
自
分
を
「
布
衣
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
と
考
え

て
お
ら
れ
る
。
だ
が
、
さ
ら
に
つ
き
つ
め
て
言
う
な
ら
ば
、
表
現
者

で
あ
る
自
分
が
、
作
品
世
界
の
中
で
、
批
評
者
と
し
て
の
自
己
を
客

体
化
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
作
品
世
界
の
中
で
の

自
己
1
布
衣
と
、
現
実
の
自
分
1
表
現
者
と
を
分
か
ち
、
両
者
を
自

立
さ
せ
る
試
み
だ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
自
ら
を
突
き
離
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
激
動
の
(
同
年
の
十
月
に
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
)
同
時
代

の
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
、
自
分
自
身
及
び
、
自
分
自
身
を
含
め
た

世
界
を
捉
え
在
す
意
図
を
、
こ
の
詩
の
冒
頭
の
三
人
称
的
表
現
は
、

暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
南
は
、
官
僚
社
会

に
対
峠
す
る
存
在
と
し
て
の
無
官
の
一
人
の
人
物
と
し
て
、
自
己
を

位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

「
自
京
赴
奉
先
蘇
一
詠
懐
五
百
字
」
詩
よ
り
二
年
後
、
「
拙
」
の
表
現

を
も
っ
至
徳
二
載
(
七
五
七
)
の
「
北
征
」
詩
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
詩
は
題
下
に
、
「
爵
至
鳳
湾
、
墨
制
放
往
邸
州
作
」
(
帰
り
て

鼠
m
m
に
至
り
、
墨
制
も
て
放
た
れ
て
郵
州
に
往
き
て
の
作
)
と
注
す

る
。
安
禄
山
の
紋
中
よ
り
鼠
朔
の
行
在
所
に
か
け
つ
け
、
そ
の
功
績

に
よ
っ
て
、
社
甫
は
一
度
左
拾
遺
の
職
を
授
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
一
房

溶
を
弁
護
し
た
た
め
に
、
皇
帝
の
怒
り
を
招
き
、
邸
州
の
家
族
の
も

と
へ
帰
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
作
で
あ
る
。

皇
帝
二
載
秋
皇
者
二
載
の
秋

く47) 
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蒼社関2
託子八品

家将月
室にう，-n
を北玄
関に口
は征ゆ

んき
と
す

間
八
月
初
吉

社
子
勝
北
征

蒼
夜
間
家
室

(
中
略
〉

青
雲
動
高
輿
青
雲
高
輿
を
動
か
し

よ
ろ
こ

幽
事
亦
可
悦
幽
事
も
亦
た
悦
ぶ
可
し

山
果
多
積
約
山
果
墳
細
多
く

羅
生
雑
橡
菜
羅
生
橡
栗
を
雑
ふ

或
紅
如
丹
砂
或
は
紅
き
こ
と
丹
砂
の
如
く

或
黒
如
黙
漆
或
は
黒
き
こ
と
点
漆
の
如
し

雨
露
之
所
濡
雨
露
の
濡
す
所

ひ
と

甘
苦
湾
結
寅
甘
苦
斉
し
く
突
を
結
ぶ

縞
思
桃
源
『
内
細
か
に
思
ふ
桃
源
の
内

ま
す
ま
す

金
歎
身
世
拙
益
身
世
の
拙
な
る
を
歎
く

こ
の
詩
の
四
十
四
句
に
、
「
拙
」
と
い
う
表
現
が
あ
ら
わ
れ
る
。

北
の
邸
州
へ
向
け
て
旅
立
っ
た
「
杜
子
」
が
、
道
途
の
自
然
に
喚
び

起
さ
れ
た
感
慨
を
描
く
場
面
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
ふ
と
自
に
し
た

「
山
果
」
(
山
の
木
の
実
)
は
、
紅
い
小
さ
な
実
や
ら
、
ぷ
つ
り
と
黒

い
突
、
甘
い
も
の
苦
い
も
の
多
種
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず

れ
も
秋
雨
に
鮮
や
か
な
突
り
を
輝
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
て
、
人

間
と
自
然
と
が
調
和
し
た
か
の
桃
源
郷
へ
と
「
縮
か
に
思
」
い
を
馳

3 4 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 

せ
る
の
で
あ
る
(
四
十
三
句
)
。
し
か
し
、
現
実
は
桃
源
郷
と
は
お

よ
そ
か
け
離
れ
て
お
り
、
理
想
を
抱
け
ば
抱
く
ほ
ど
自
己
は
官
僚
社

会
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
「
益
身
世
の
拙
な
る
を
歎
く
」
ほ

か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
拙
」
は
、
官
界
で
の
わ
が
身
の
拙

さ
だ
け
を
い
う
の
で
は
な
く
、
自
己
の
抱
く
政
治
的
理
想
の
実
現
に

全
く
近
付
け
な
い
「
拙
」
さ
を
痛
み
を
こ
め
て
言
う
語
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
社
甫
の
「
拙
」
は
、
社
会
的
関
心
と
政
治
的
理
想
を
軸
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
北
征
」
詩
の
三
匂
に
は
、
「
社
子
賂
北
征
」
と
あ
っ
て
、
自
己
を

「
社
子
」
と
称
し
て
い
る
。
一
般
に
は
自
称
と
み
な
さ
れ
て
い
る
言

素
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
社
子
」
は
、
男
子
の
敬
称
「
子
」
を
加
え
た

語
で
、
日
常
に
自
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
絶
対
に
無
い
。
む
し
ろ

先
述
の
二
首
の
三
人
称
表
現
と
向
様
に
、
作
品
の
主
人
公
と
し
て
表

現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
ー
「
社
子
」
は
、
二
一
人
称
表
現

に
極
め
て
近
い
、
自
己
を
客
体
化
し
た
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
で

は
、
何
故
、
自
己
を
客
体
化
し
た
呼
称
で
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
社
詩
詳
註
』
(
巻
之
五
)
が
注
す
る
よ
う
に
、
「
北
征
」
の
詩
題

は
、
後
漢
の
斑
彪
の
「
北
征
賦
」
を
意
識
し
て
題
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
「
北
征
斌
」
は
、
王
奔
の
反
乱
の
た
め
に
漢
の
亡
ん
だ
時
、

斑
彪
が
難
を
避
け
て
、
長
安
か
ら
北
の
安
定
へ
向
っ
て
旅
立
っ
た
時

の
作
で
あ
る
。
社
帯
も
、
こ
の
時
、
鳳
朔
か
ら
、
東
北
方
向
に
当
る
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郎
州
へ
赴
く
旅
を
し
て
い
る
の
で
、
「
北
征
賦
」
を
意
識
し
て
「
北

征
」
と
題
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
表
現

の
砲
に
お
い
て
も
内
容
部
に
お
い
て
も
、
辞
賦
の
特
色
が
見
え
る
。

「
北
征
賦
」
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

0
 

1

余
遁
世
之
顛
覆
今
余
世
の
顛
覆
す
る
に
遭
ひ

2

擢
撰
塞
之
防
災
。
撰
塞
の
一
ぬ
災
に
擢
る

3

蓄
室
滅
以
丘
盛
令
市
室
滅
び
て
以
て
丘
境
と
な
り

4

営
不
得
乎
少
留
曾
て
少
く
も
留
る
を
得
、
ず

5

途
奮
挟
以
北
征
今
遂
に
扶
を
奮
っ
て
以
て
北
に
征
き

6

超
絶
跡
部
遠
遊
超
と
し
て
跡
を
絶
ち
て
遠
く
遊
ぶ

「
北
征
賦
」
と
「
北
征
」
詩
と
は
、
主
人
公
(
或
い
は
作
者
)
を
取

り
ま
く
状
況
j
乱
世
j
が
極
め
て
似
て
い
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
旅
立

ち
の
目
的
を
述
べ
る
点
で
、
「
北
征
」
詩
は
、
「
北
征
賦
」
を
受
け
継

い
で
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
北
征
賦
」
の
冒
頭
は
、
「
余
」
と
い

う
一
人
称
で
始
ま
り
、
表
現
者
と
作
中
の
「
余
」
と
は
未
分
化
で
、

こ
と
さ
ら
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
。
一
方
、
「
北
征
」
詩
で
は
、

三
匂
に
「
杜
子
将
北
征
」
と
描
く
。
自
己
を
「
社
子
」
と
敬
称
つ
き

の
姓
で
呼
び
、
現
実
の
作
者
か
ら
は
切
り
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

社
甫
の
こ
の
よ
う
な
う
た
い
出
し
は
、
か
と
言
っ
て
全
く
新
し
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
潜
岳
の
「
西
征
斌
」
の
冒
頭
に
、
既
に
そ
の

雛
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

歳

次

玄

樗

裁

は

玄

袴

に

次

り

月

放

泣

蜜

月

は

准

賓

に

旅

す

丙

了

統

日

丙

丁

目

を

統

べ

乙

未

御

辰

乙

未

辰

を

御

る

0

0

ム

A
U

よ

ゆ

播
子
滋
献
西
征
潜
子
紙
に
湿
り
て
西
に
征
き

ゅ

自

京

祖

秦

京

よ

り

秦

に

但

く

「
社
子
」
に
類
似
し
た
表
現
の
「
潜
子
」
が
、
「
西
征
賦
」
に
見
え

る
こ
と
、
ま
た
、
作
者
が
自
己
を
「
杜
子
」
と
表
現
し
た
意
味
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
古
川
幸
次
郎
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
(
『
社
甫
詩
注
』

第
四
冊
、
二
六
五
頁
)
0

0

0

 

や
は
り
荘
重
の
語
気
。
〔
杜
子
〕
の
〔
子
〕
は
孔
子
、
孟
子
、

や
子
と
と
も
に
、
男
子
の
重
重
し
い
美
称
。
そ
れ
を
自
称
と
す
る

の
は
、
知
識
人
の
自
負
。
社
詩
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
が
、
か

つ
て
の
散
文
で
は
、
長
安
の
書
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
「
雑
述
」

「
秋
述
」
に
、
「
杜
子
臼
わ
く
」
、
「
杜
子
、
病
に
長
安
の
旅
次
に
臥

す
」
な
ど
。
自
称
を
も
、
議
論
の
散
文
の
ご
と
く
、
重
重
し
く
し
。

た
、
前
引
の
潜
岳
「
西
征
の
賦
」
歌
い
出
し
の
自
称
も
「
議
子
」
。

古
川
幸
次
郎
氏
は
、
「
社
子
」
を
、
荘
重
に
す
る
た
め
の
自
称
と

捉
え
、
議
論
の
散
文
の
よ
う
に
歌
い
出
し
の
自
称
も
重
々
し
く
し

た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
社
子
」
を
単
な
る
自
称
と
捉

え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
既
に
「
西
征
賦
」
の
中
で
、
港
岳
が

1 2 3 4 5 6 
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自
ら
を
「
播
子
」
と
呼
ん
だ
意
識
そ
の
も
の
が
、
錯
綜
し
危
機
的
な

情
況
に
あ
っ
た
現
実
に
対
し
て
、
自
己
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の

注

ω

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、
社
南
は
自
己
の

客
体
化
を
も
試
み
て
、
自
己
を
「
社
子
」
と
し
て
詩
中
に
登
場
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
先
述
の
二
詩
の
表
現
「
杜
陵
野
老
」
・

「
社
陵
有
布
衣
」
に
極
め
て
近
い
表
現
と
い
え
よ
う
。
古
川
幸
次
郎

氏
に
つ
け
加
え
て
一
吉
う
な
ら
ば
、
自
己
を
客
体
化
し
て
凝
視
し
よ
う

、
と
す
る
意
識
が
杜
甫
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
、
一
本
の
糸
が
明
ら
か
に
浮
か
び
あ
が
る
。
見
て
き
た
よ

う
に
、
天
宝
十
年
(
七
五
一
)
か
ら
至
徳
二
載
〈
七
五
七
〉
の
七
年

間
に
、
社
甫
が
自
ら
「
拙
」
と
評
し
た
詩
は
、
い
ず
れ
も
ま
た
、
自

ら
を
三
人
称
な
い
し
は
、
そ
れ
に
類
似
す
る
呼
称
で
表
現
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
自
己
の
三
人
称
的
表
現
に
よ
っ
て
、
批
評
者

と
し
て
自
己
を
自
立
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
の
獲
得

こ
そ
が
、
切
迫
し
た
情
況
下
に
生
き
る
自
己
を
「
拙
」
な
る
存
在
と

し
て
確
認
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

社
甫
の
「
拙
」
は
、
政
治
的
理
想
の
実
現
の
意
志
を
貫
こ
う
と
す

る
が
ゆ
え
に
、
官
僚
世
界
と
制
御
飯
を
生
じ
る
自
己
を
認
識
す
る
語
で

あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
「
拙
」
は
、
理
想
の
実
現
を
希
い
な
が
ら
、

少
し
も
近
付
き
え
な
い
痛
み
を
こ
め
て
自
己
を
評
す
る
語
で
も
あ

る。

社
甫
は
、
「
自
京
赴
奉
先
蘇
一
詠
一
懐
五
百
字
」
・
「
北
征
」
を
は
じ
め
、

安
禄
山
の
乱
の
前
後
七
年
間
の
重
要
な
作
品
に
お
い
て
、
た
び
た
び

「
拙
」
と
自
ら
を
評
し
て
来
た
。
だ
が
、
そ
の
時
期
だ
け
に
限
ら
ず
、

社
甫
は
こ
の
語
を
多
用
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
意

味
を
持
つ
の
は
、
秦
州
・
南
谷
の
流
浪
の
時
代
に
、
こ
の
語
が
し
ば

し
ば
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
「
護
秦
州
」
詩
を
中
心
+工向。

と
し
て
、
「
拙
」
と
評
し
た
意
識
を
考
察
す
る
。
こ
の
詩
は
、
原
注

に
述
べ
る
よ
う
に
、
乾
元
二
年
(
七
五
九
)
、
秦
州
を
あ
と
に
し
て
、

南
の
同
谷
へ
旅
立
つ
持
、
社
帯
四
十
八
歳
の
作
で
あ
る
。

我
一
設
更
懐
拙
我
衰
へ
て
更
に
椴
拙

生
事
不
自
謀
生
事
自
ら
謀
ら
ず

無
食
間
梁
土
食
無
く
し
て
楽
土
を
問
ひ

無
衣
思
南
州
衣
無
く
し
て
南
州
を
思
ふ

(
中
略
)

此
邦
傍
要
衝

笈
恐
人
事
病

態
接
非
本
性

登
臨
未
錆
菱

総
谷
無
異
石

四

l 2 3 4 21 20 19 18 17 
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此
の
邦
要
衝
に
備
し

し
げ

突
に
人
事
の
調
き
を
恐
る

応
接
本
性
に
非
ず

登
臨
未
だ
菱
ひ
を
鈍
さ
ず

諮
谷
異
石
無
く



32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 

塞
回
始
徴
牧
塞
田
始
め
て
徴
収
あ
り

量
復
慰
老
夫
量
復
た
老
夫
を
慰
め
ん

ム』

ν'h

偶
然
難
久
留
偶
然
久
し
く
留
ま
り
難
し

日
色
隠
孤
成
目
色
孤
成
に
憾
れ

鳥
時
瓶
城
頭
鳥
時
き
て
城
頭
に
満
つ

品
'

中
有
駆
車
去
中
宵
車
を
駆
り
て
去
き

み
づ
か

飲
馬
寒
塘
流
馬
、
を
梨
、
塘
の
流
れ
に
欽
ふ

忍
落
星
月
高
森
落
と
し
て
星
月
高
く

蒼
註
雲
霧
浮
蒼
拒
雲
霧
浮
か
ぶ

大
哉
乾
坤
内
大
い
な
る
哉
乾
坤
の
内

と
こ
し

吾
道
長
悠
悠
吾
が
道
長
へ
に
悠
悠
た
り

旅
の
直
接
の
原
因
は
、
第
三
・
第
四
匂
に
述
べ
る
よ
う
に
衣
食
の

欠
乏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
二
次
的
な
原
因
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
批
評
者
と
し
て
、
自
己
を
位
置
づ
け

て
き
た
杜
甫
は
、
こ
こ
で
も
、
秦
州
を
た
っ
動
機
を
自
ら
分
折
す

る
。
そ
れ
が
、
冒
頭
の
二
勾
で
あ
る
。
「
私
は
老
い
さ
ら
ば
え
て
、

一
一
層
何
事
に
つ
け
う
ま
く
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
れ
ず
、
暮
ら
し
向

き
を
自
分
で
あ
れ
こ
れ
工
夫
す
る
こ
と
さ
え
し
な
く
な
っ
た
。
」
こ

れ
こ
そ
が
旅
立
ち
の
本
質
的
な
動
機
で
あ
っ
た
。
で
は
、
旅
立
ち
の

動
機
と
な
っ
た
「
椴
拙
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
表
現
さ
れ
た

言
葉
な
の
だ
ろ
う
か
。

先
述
の
論
文
の
中
で
、
安
東
氏
は
、
「
護
秦
州
」
・
「
設
問
谷
鯨
」

の
「
椴
拙
」
は
、
離
俗
の
志
向
を
主
張
し
た
用
法
と
は
言
え
ず
、

「
渓
秦
州
」
詩
で
は
、
「
主
張
と
は
む
し
ろ
逆
に
、
自
ら
の
性
格
あ
る

い
は
処
世
の
仕
方
の
欠
点
と
し
て
、
『
綴
』
・
『
拙
』
を
後
退
的
否
定

的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
「
椴
拙
」
の
語
は
、
管
見
で
は
、
先
例
を
見
出
で
き
な
い
語

で
あ
り
、
社
甫
の
詩
に
お
い
て
も
、
た
だ
こ
の
詩
と
ほ
か
で
も
な
い

「
設
問
谷
綜
」
詩
に
の
み
見
え
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
退
的
否

定
的
な
意
味
と
の
み
片
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

。

そ
れ
は
、
先
述
の
「
社
陵
有
布
衣
、
老
大
意
轄
拙
」
の
意
識
に
通

ず
る
も
の
が
あ
る
が
、
ま
た
、
か
つ
て
杜
甫
が
左
拾
遺
の
職
に
あ
っ

た
時
の
作
「
曲
、
江
針
潜
」
の
次
の
用
例
に
も
や
は
り
通
ず
る
で
あ
ろ

o
 

λ
ノ
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縦
飲
久
判
人
共
棄

久
し
く
人
の
共

飲
を
縦
し
い
ま
ま
に
し
て

に
棄
つ
る
に
判
す
。

勝
割
引
一
員
輿
…
世
相
違
朝
す
る
に
骸
な
る
は
真
に
世
と
相
違
ふ

「
朝
す
る
に
瀬
」
と
は
、
自
己
の
脱
俗
性
を
言
う
表
現
だ
ろ
う
が
、

そ
こ
に
は
、
官
僚
社
会
の
腐
臭
へ
の
反
感
と
、
放
逸
の
上
に
開
き
な

お
っ
た
ふ
て
ぶ
て
し
さ
が
あ
る
。
「
拙
」
が
政
治
的
理
想
に
固
執
す

る
の
に
対
し
て
、
「
綴
」
は
そ
の
よ
う
な
自
己
を
認
め
受
け
入
れ
よ



う
と
す
る
意
識
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
「
渓
秦
州
」
の
十
七
勾
か
ら
、
二
十
四
句
は
、
具
体
的
に

秦
州
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
陳
べ
る
。
そ
の
中
で
、

「
人
事
の
籾
き
を
恐
」
れ
(
四
句
)
、
「
応
接
は
本
性
に
非
ず
」
と
、

自
己
の
生
の
あ
り
方
を
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
冒
頭
の
「
徽
拙
」
を
言
い
か
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
拙
」
は
、
政
治
的
理
想
に
街
執
し
、
そ
の
た
め
に
実
際
の
官
僚
世

界
で
は
う
ま
く
立
ち
ま
わ
れ
な
い
自
己
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

進
ん
で
そ
の
自
己
を
社
会
的
な
批
判
者
と
し
て
作
品
世
界
に
確
立
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
実
の
杜
甫
は
、
一
房
璃
事
件
以
降

も
、
政
治
的
挫
折
は
な
お
重
な
り
、
華
州
司
功
参
軍
の
地
位
さ
え
も

捨
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
情
況
の
中
で
、
「
拙
」
な
る

自
己
を
包
容
し
、
一
見
放
逸
に
開
き
な
お
っ
た
形
で
い
つ
く
し
も
う

と
す
る
の
が
「
椴
拙
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
、
人
間

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
回
復
し
た
も
の
な
の
だ
と
い
う
意
識
が
あ

る
。
社
甫
が
、
自
己
を
「
椴
拙
」
と
批
評
す
る
と
き
、
そ
の
深
部
に

は
、
こ
の
よ
う
な
重
層
的
な
意
識
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

結
び
の
二
勾
〈
況
・
位
勾
)

大

哉

乾

坤

内

大

い

な

る

哉

乾

坤

の

内

五
口
選
長
悠
悠
五
同
が
道
長
へ
に
悠
悠
た
り

「
五
同
道
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
実
際
の
道
途
と
、
社
南
の
人
生
の
前

途
に
横
た
わ
る
一
す
じ
の
道
と
の
雨
義
を
合
わ
せ
も
つ
。
つ
ま
り
、

「
笈
秦
州
」
詩
の
旅
立
ち
は
、
単
に
実
際
の
秦
州
か
ら
同
谷
へ
の
旅

立
ち
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
需
の
内
面
的
な
人
生
の
新
た
な
旅

立
ち
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
偶
然
」
(
荏
然
自
失
の
さ
ま
、
川
北

勾
)
と
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
を
見
失
い
か
け
て
い
た
社
甫

が
、
「
瀬
拙
」
と
い
う
表
現
で
自
己
を
確
認
し
、
批
評
者
と
し
て
の

自
己
を
選
び
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
ゆ
く
か
を
模
索
す
る
旅

で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
不
安
と
期
待
を
抱
え
つ
つ
、

批
判
者
と
し
て
の
自
負
を
腕
に
旅
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

同
年
十
二
月
、
今
度
は
、
同
谷
県
を
後
に
し
て
、
成
都
へ
と
旅
立

つ
。
旅
立
ち
に
際
し
て
作
ら
れ
た
の
が
「
設
問
谷
豚
」
で
あ
る
。

け
ん
と
つ

賢
有
不
斡
突
賢
に
も
斡
突
な
ら
ざ
る
有
り

翠
有
不
援
席
墜
に
も
援
席
な
ら
ざ
る
有
り

況

我

凱

愚

人

況

ん

や

我

鋭

愚

の

人

ね
が

駕
能
命
安
宅
耳
目
崎
ん
ぞ
能
く
安
宅
を
尚
は
ん

始
来
故
山
中
始
め
て
弦
の
山
中
に
来
り

休
駕
喜
地
僻
駕
を
休
め
て
地
の
僻
な
る
を
喜
ぶ

奈
何
迫
物
累
奈
何
せ
ん
物
累
に
迫
ら
れ

一
歳
凶
行
役
一
裁
に
四
た
び
行
役
す

仲
M
W
去
絶
境
件
付
絶
境
を
去
り

杏
杏
更
遼
遠
杏
苓
更
に
遠
く
適
く
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(
中
略
〉

げ
卒
生
機
拙
一
意
平
生
椴
拙
の
意

ぁ

山
山
偶
値
楼
遁
跡
偶
々
棲
遁
の
跡
に
値
ひ
ぬ

川
口
去
住
輿
願
達
去
住
際
ひ
と
迷
ひ

加
抑
制
林
問
問
仰
ぎ
て
林
間
の
翻
に
柄
、
、
つ

い
さ
さ
か
旅
立
ち
の
事
情
に
は
、
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
や
は

り
、
旅
立
ち
に
臨
ん
で
、
自
ら
を
「
徽
拙
」
と
評
し
て
い
る
。
つ
平

生
」
常
日
頃
、
「
椴
拙
」
の
心
ば
せ
を
抱
い
て
い
る
が
、
こ
の
向
谷

で
は
偶
ま
、
「
搬
拙
」
な
る
自
己
を
包
容
す
る
隠
棲
場
所
に
出
合
っ

た
と
述
べ
る
。

や
は
り
「
椴
拙
」
は
、
う
ま
く
た
ち
ま
わ
ろ
う
と
い
う
意
志
の
な

い
こ
と
。
「
渓
秦
州
」
詩
か
ら
一
歩
進
め
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
い

う
本
性
に
基
づ
く
「
意
」
(
こ
こ
ろ
ば
え
〉
を
「
平
生
」
持
ち
つ
づ

け
て
い
る
こ
と
を
よ
り
積
極
的
に
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
望
み
は
、

物
累
に
迫
ら
れ
て
、
同
谷
で
も
果
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
十
八
匂

か
ら
二
十
勾
の
表
現
か
ら
は
、
反
対
に
、
世
の
中
に
う
ま
く
た
ち
回

ろ
う
と
あ
く
せ
く
す
る
こ
と
の
な
い
本
性
の
ま
ま
の
生
き
方
へ
の
願

望
を
「
椴
拙
」
の
言
葉
の
奥
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
「
夜
間
谷
鯨
」
詩
に
お
い
て
も
、
「
護
秦
州
」
詩
と
同
様
に
、

旅
立
ち
に
臨
ん
で
、
自
己
を
「
椴
拙
」
と
作
品
中
で
批
評
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
自
己
を
客
体
化
し
て
、
自
負
と
と
も
に
捉
え
た
表
現

が
、
「
搬
拙
」
の
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

「
渡
秦
州
」
詩
・
「
設
問
谷
綜
」
詩
を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
、

自
己
を
「
徽
拙
」
と
い
う
認
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
た
。
さ
ら
に
興
味

深
い
の
は
、
い
ず
れ
も
旅
立
ち
に
捺
し
て
詠
じ
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
旅
立
ち
は
、
実
際
上
の
旅
で
あ
る
と
同
時
に
、
内
面

的
な
人
生
を
模
索
す
る
旅
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
旅
立
ち
に
、
必

ず
自
己
を
突
き
離
し
て
「
椴
拙
」
と
作
品
世
界
に
位
置
づ
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
自
京
赴
奉
先
綜
詠
懐
五
百
字
」
詩
・
「
北

紅
」
詩
に
お
い
て
も
、
自
己
を
客
体
化
し
て
「
拙
」
と
表
現
し
、
同

時
に
、
「
三
人
称
」
で
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
批
判
者

と
し
て
の
自
己
を
確
立
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
自
京

赴
奉
先
蘇
詠
懐
五
百
字
」
詩
・
「
北
征
」
詩
が
、
ま
た
、
や
は
り
旅

立
ち
に
捺
し
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
「
自
京
赴
奉
先
綜
」
詩
・
「
北
征
」
詩
・
「
溌
秦
州
」

詩
・
「
発
問
谷
孫
」
詩
四
首
は
、
い
ず
れ
も
、
激
動
の
情
況
の
中
で
、

自
己
を
客
体
化
し
て
、
「
拙
」
あ
る
い
は
「
瀬
拙
」
と
捉
え
、
作
品

世
界
に
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
己
の
根
務
を
問
い
、

批
判
者
と
し
て
の
自
己
を
選
び
と
っ
て
、
杜
甫
は
新
た
な
人
生
の
旅

に
出
発
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
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注ω『
中
圏
文
事
集
』
第
十
一
号
(
九
州
大
学
中
国
文
学
会
・
一
九
八
二
年
十

月
)
が
あ
る
。

ω元
康
元
年
ハ
二
九
一
〉
に
、
楊
，
駿
が
賀
后
に
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
っ
て
い

る
。
播
岳
位
、
幸
い
難
を
逃
れ
た
。
こ
の
賦
は
、
そ
の
翌
年
の
作
。
窪
続

菌
、
選
注
『
漢
貌
六
割
引
賦
選
』
は
、
こ
の
賦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
m

評
し
て

い
る
。『
西
征
賦
』
使
是
潜
岳
在
元
康
二
年
赴
長
安
時
所
記
述
的
旋
途
見
開
。

(
中
略
〉
特
別
在
宏
大
的
結
構
中
、
運
用
各
種
的
語
調
、
充
分
表
現
生
動

幾
化
的
斬
新
風
格
、
顕
然
巳
経
超
越
了
漢
斌
的
際
規
、
南
関
啓
了
後
来
作

家
的
許
多
門
径
。

川

W

「
乾
元
二
年
、
自
秦
州
赴
関
谷
蘇
紀
行
」

ハ
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
)
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